
令千口2年 11月 19日

正組合員 各位

球磨川漁業協同組合

代表理事組合長 堀川泰注
(公印省略)

お知 らせ と報告

晩秋の候、組合員様におかれましては益々ご盛栄の事とお喜び申し上げます。

日頃より組合の事業運営に対し御理解、御協力をいただいておりますことに

感謝申し上げます。

さて、令和 2年 8月 26日付のお知らせと幸L告の中で、令和 2年 7月 4日 の豪

雨災害による仮設住居住まいの状況及び新型コロナウイ′ルスの感染拡大等の諸

事捨を鑑み、任期満了に伴う総代の改選を行うのは困難な状況と判断しました。

従つて、5月 に任期満了になる総代の改選を暫定9ヶ月間(令和 3年 2月末日)

の延期を行い、その後に感染拡大が収まらない様でしたら更に延期も考えており

ますので、御理解いただきますようお願いいたします。

※総代の処遇

1)令和 3午 2月 末日まで暫定総代とする
1)9ヶ月間の総代手当は定額の9/12を支給する
1)9ヶ月間は総代としての



甘 員  廿 1エ

令和 2年 11月 19日

球磨川漁業協同組合

代表理事組合長 堀川 泰注
(公印省略)

臨時総会開催について(ご案内)

晩秋の候、組合員様におかれましては益々ご盛栄の事とお喜び申し上げます。
さて、熊本県常例検査の指摘事項を踏まえ、ご案内の通り臨時総会を開催致します。本来、

組合員様のご意見をお聞きしたい所ですが、新型コロナウイルスの感染防止の為、出来るだ

け書面議決書で投票を行つて頂きますよう、何率ご理解頂き
゛
ますようお願い申し上げます.

記

1.開催日時 令和 2年 11月 30日 (月 )午前 10時 Oo分
(受付時間 午前 9時 15分から午前 9時 50分まで)

]曇 曇
人代市千丁文化セ

ッ羅 暮厚丁由濯軍性■ ど
'等
φ

第 1号議案 定款 (役員選任規程及び総代選挙規程含む)一部改正について

第 2号議案 規約一部改正について

耐濡決議
本国の農議事項中、行政庁の指示及び誤宇による変更修正は理事会に一種する.

報告事項
常例検査指摘事項に関する報告書

提案理由

熊本県常例検査で定款及び規約の不具合を訂正するよう指摘を受けましたので、定款及び
編 frA tth .■ ,コ諄¬虐■し4革 ユ 1.4「 pr  ・●口AE4守  l A● [ ル
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合の財政に大きな負担となっており、また総会で組合員の意思決定を行った方が、.組合員の

皆様の意見を反映した組合運営が行ラ事が出来ます。
つきましては、総代制が廃上になった場合には令和 2年 3月 13日付で組合員の皆様に周知
させて頂いた下記の内容で組合運営を進めて参ります。

1 童 撃 綸 作 普 汁 こ 報 坐 P tt F枠昌 か 静 皮 押 書 十 ス

1`通知や申請tこついては、_盤所江L直接室内する.
・1,刺網の行使料を60"000円 から50,000円 に下げます。

・
注意事項
※書面議決書は署名、捺印をされ、総会の前日11月 29日 (日 )まで漁協事務所に到達す
る事とする̂

※出席の際は組合員証か身分証明書 (運転免許証・健康保険証}をご持参下さい。
※書面議決書は正組合員の大事な議決権です、取り扱いには十分注意して下さい。

Xダ不ク着用の無い方は会場に入場出圭ま_せん。
え
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第 1号議案 球磨∫II漁業協同組合定款CD一部改正新旧対I暇条文(下線は改正l部分〕 定款

■       ヽ 現 行

目次

第 1章 'ヽ第 5章  く略〕
(削除}

第 6章 'ヽ第 9章  (略 )

(加入 )

第9条 この組合の細合民[になろうとする者は、氏名又は名瑠F、 住所
.又は事,業場の所在地及びliき受けようとす「る出資口数を記載した加

入申込,書を組合に提出し、豊壺せて_事務汗豊製盟迎堕週饉壼盤なrナ

ればならない。ただし、法人の場合Iこあつては、定款、最近作成さ

れた貸借対熙表及び次の
:事項を記載した書面を添付しなけれ′ばなら

二
=い
.

(1)～`(3) (略〕 _

2～ 3 (略} :
4 出資|口数を増カロしよう‐とする組合員tについては、第 1項本文及び
第2事Iの規定を準用するl。 ただし、塾盤 軸壺亜墜裁盪壬堂戯卿

整至壁|と_する。

(加入}の承諾及び持分調:護の承認0停1止〕   :
第 13条

‐
この組合は、前i条o加入の場合適i除き、総会側集C)通畑を

発した,日か
・
ら総会の終了

'す
る日までのヽ間Iヨ:、 加入の承諾及び持分譲

濃0澤1認をしないものとする。                _

(総会'0議決事項)

第37条1 法令又はこの定款で別に定めるもi100ほか、次|の嘩「項は、
総会の議決を経なければならない。

(1)― (6) (略〕
く7〕 事業の全部の議漱 :は第2条騨 号の事業 (これに附喘:する事
業を含む。〕0全部著しくは一部の譲渡

日次

第 1章‐'第 5章  (略 )
第5重錮塁=_選墨曇世蟻曇豊麹2と豊艶旦条の 4〕     

′

第6章～卜第9章  (略〕

(加入)
第9条 この組合の組,台員になろうとする者は、氏名又lli名称、住所
・又Iま事業場の所在地及び

・
署1き受けようとする出資口数を記載した加

入申込書を組合に提出しなければならない:。 ただし、法人の1場合に

あってIま、定款、最近作成された貸借対照表及び次の事項を記識し

た書面を添付しな1+れ Iポ
'な
らない。

(1〕 "(3) (略 〕
2～ 3 (略 )
4 出資口数を増加しようとする組合員については、第 1項本文及
び第2項の規定を準用する。

(加入.0承諾及び持分饉1渡の承認の停止)

第 13:条`この組合は、
~前i条
の加入の場合を除き、総会招集ュは総代

の選豊の通知を発した日から総会職 蜘彊塁豊2担墓の終了す
る日までの間は、加入の承諸及び持分譲憩:の承認をしないも!0とす

る。    ・

〔l総会の議決事項)

第37条 法令又はこの定款で別に定めるもののほか、次の事項は、
総会の議決を経なければならない。

(1)～ (6) (略〕  ´
1‐す)事業の全部の議渡又は第2条 4号の事.業 (これに附帯す'る事業
を含む。)の全部若 L′ くは一部の譲渡



改正後

さ

球磨J::1漁業協同組合定款の一部改正新lE対照条文〔下線Iま改正韻分〕

(3)― (15)
2  (mll)

(総会C)定足数)

(略 }

第38彙 総会 Iま、正1組合員の2分の 1以上が出席しなければ議事を
開いて議決することがで

ιきない。この場禽
しにおいて、第|・43条の規

定により.、 書面又Iま代理人をもつて議決精:を行う者は、こ力′を出席

者とみなす。
2 前琴1に規定する正1組合員の出席がないときは、組合長は、20日
以・内に更に総会を招集 L″なければならlない。この場合には、前項0
規定にかかわらず、第 2.8条02第 1項0規定による投員C)改選0
請求、第41条に規定する事項及び役員0選任以外の事項について
は、正:組合員04分の 1以上の出席をもって議事を開いて議L決する
ことができる。

(肖」除〕

(Hll除 )

(削1除〕

〔肖]除〕

現 行

(8)… 〔15)
2 (確F〕

(略 )

(総1会仰定足数〉
第38条 総会は与正組合口員の2分の1以上:が出席しなければ議事を
開いて議決することができない。この場繕1こおいて、第43条の規
定により、書面又Iま代理.人をもって議決薦:を行う者は、これレを出席
者と諄なす。
2 前現に規定する正組合員の出席がな|いと:き Iま、組合長は、20日
以内に更に総会を招集tiなければな・らない。この場合に,は、前項の
規定にかかわらず、逃洋i28条の2第11曝1の規定による投員[の改選
0請求、第41条に規定:する事項及び役員:の選任以外の1事事1につい
てIよ、正組合員・04分口11以上の出席をも1って議事を開いて議決す
ることができるL

隻旦菫:0‐2総代金
‐

』 撻 L
隻ユ虚盗92 jこの組合‖五総会に重ねるパ:主盤代金圭強重立るもの
上艶 ム
2__豊盤塁工組合員でも菫
L盤                        山
盤艶 艶鰹血L豊駆盤 ■豊世曇ム盤盤 ≦理L壺凸血二二l二■担
食塁塁Ш盤睦垂唖颯L盛顕匹コ菫襲壺聾亜壺塾L上迎嘘過亜雌
J廻      J棗 3甚幽壁菱型墨整嘔       ・る._
第 1鯉  ( ホ上_J=量ュ上 生翼駆日L週融二螂 L豊 _■ 地区 (多良Jヽ_1__2名
第_4地区 ( 岡環 }11=第_■ __地区 ( 久米 〕_11ユ _笙JL地区三二上村 _〕 1名
菫」L地旦 1_免田 )2名 _螢L          三_第 9地区 〔…雲菫_LAi
菫J]地区          ュ』座」二重基二L二重_第 12地区 ( 爾浦_12名
第13地区二 ‖村 l_4名 __菫JJ基嘔J理塾畳止と二土 第15地区 (_本上_)2名
第_1■地区 1,武  )1名 第 1』地区 〔 山江ぃ}1名 艶 8地区 L人宣■ ■■
導     ( 西瀬 〕3名 第 2_■地纂 〔 中原 )24L 第21地区 〔__渡  〕生二
22地 区 〔― )4

2



(削除〕

〔肖1除 )

〔肖1除〕

〔自1除〕

〔itll除〕

LJ」L…塁豊J」鯉三二』撃塑盛磨]_6名

響         ―笙ユ理理鰹L上 高田 )豊色        宮理螂
箋ニユ聾屋J菫聾製L上』遇L豊聾 2地区 〔 Aft_1_3名 笙■3塾屡 (´ 植柳…L二豊
響

上 側     出           L雌
員.がこ1れを選挙する。

』  生璽任期)

艇 する。
2 前項      選崖型L盤生塑豊爆醒L饉誡量菫ヨ島」壺劇王期は、
前墓上だし書の規定にユユ担五■■1■とL轟裁蝕Q旦嫌 起畠立
二彙

麒 藻 笠
第45・条04__総量は豊ュ      菫宣L
2_』聾離嚢墨L運総選選寸る規定を準用す:五L
この握合:ごおいて、第36条第2項第2号i及J菫 3号中麹螢壁菱墾
とあるのは T正組合:量ェ盤盤進上上二螢■ 3条第3項中「そQ理合
旦翌巳生世壺L風主登盛年者、_その組豊量の使用ム又Iま他Q正組全
・員1_と墨ユΩ饉三地嘘工盤盆里上上二旦隆菫ユ週艶亘二.ム止螂
Qは 三       社ものとするL
3 総代      二勘      豊壺        は総代
二選崖上二題童塑盤傲重しくは合併又は壷送迎塗J塑盤聾菫L■■~菫
豊曇1墨壺塾歴調ヒに       tを 含む。}0全劇囃

球磨川漁業協同組合定款19-部改正新lヨ対照条文(下線Iま改正部分)

n

ことができない



改正後

(削除〕

〔理事会の議決事項)

第48条 この組合0組襲ユ及び事業の運営!ミニつき、この定款で11に定
め|る毛100ほか、次に掲げる事項Iま、理事!会においてこれを決する。
(1 ) ^′  (2)      〔]昭野〕

{3)各ヒ員の選出に関する事項
(4.〕 ^′ (12)  〔l略)
2  (昭野〕

{余裕金の運用) r
第52条 この組合0余串墜金は、次の方法によるほか、これlF他の目
的に週邑用すること■llできない。

(1 ) ‐け 〔15)     (略 )
2 第 1項第1量の規定により余裕金を預け入れる銀行、信用金庫又
lよ農業協同組合、同項富F2号の規定I=よ lJ余裕金をもつて取得する
農林中央金庫が発行する債券以外の金融債券並びに同項第 3号か
ら第・13号までに掲ifる 1難券、金戯信託及1メ受益証券の種類について

Iよ、総会の議決を経て定めなければならない。

皿
動 墾墜LJ塑圧菫蝠憂型塑菫Jtth壺       J■ ,El
L』 塵 止 壺 L

a
4

球磨IIII漁業協同組合定款の一部改正新lB対照条文 (下線Iま改正部分)

争         現 行

4 総償:会におt■て皿二塾盤出止蟻亜臨⊇上稟理二豊麒禽豊醒壼塑旦
豊豊』立豊以内に開催された総会において1二翼L二塁墨2Li工重ユ
立麗嘔      二運        堅聾壁鐵艶墨製盤二議決_を
L止±      塑艶壼聾型騒壁塾ュ生重~る。_

〔理事会の議決事項〕
第48珠: この組合10組織及び事業の運営に1つき、この定款て,別に定
めるも00ほか、まに掲ifる事項は、理事彙においてこれを決する。
(1)A・・(2) (略 )

(3)響t員ユゴ総代仰選出に関する事項
{4)― (12) (略 )
2  (略 )

(命裕金の運用)

第 52粂 この組合0余裕金は、次の方法 Iミニよるほか、これを他の目
的に運用することができない。

(1)^′ {5)  (1略 )
2 第 1項第1墓0規定I:二より余裕金を預け入れる銀行、信用金庫又
は農業協同組合、同項第2号の規定により余裕金をもって取得する
晨林中央金庫が発有する債券以外0金融債券並びに同項第 3号か
ら第5号までに掲Ifる償券、金銭信託及び受益証券の種類について
は、総会の議決を経て定めなければならない.

(新設)  ´

ヽ

燎
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(lll表〕

区  分 区 域 推薦会議員

上琳磨部会
上

田

水

免
湯前、多良ホ、岡原、ス米、上村、
黒肥地、須恵、深田 4名

下琳磨剖1会

五木、四浦、‖T村、西F膏丁飛
山江、人
・
吉、西瀬、中原、渡、一勝地、

神瀬
8名

下流部:キ

大野、吉尾、旧百済来、旧上松:庶
:日下織求麻

4名

八代市留1会
高田、宮1地、太田郷、ハ代、植柳、千面 ・ユ五

球磨JII漁業協同組合定款附属書投FL選任親程の一部改正新旧対猥条文 (下線は改正部分〕

改正後 現 .行

幽
量璽還艶L亜重立璽裂塾堕襲虫旦…鯰m_二五_』L、_旦L
から、効力を生ずる。

(III表 }

区  分 区   域  : 推薦会議員

上球磨部会
上上村._湯薗:町.多良本町._立:_主ぎり町

4名

下球磨部金
醸

球磨村 8名

下流部会

ノヽ代市板担 二菫韮瓢童逃虹二ただし、大
盤

浦、大宅撞昼主要整菫襲理凱興蹴 宇井牟
4名

Jl代市部会
雲
鐵 立 生二

＼

ハ
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改正後

球磨川漁業協同組合親納|の一部改正新旧対照彙文〔下線は改正部分)

5 正担豊員が、書面による議決権を行使 1′ようとするときは、通無
された総会の開会までに、その書百 〔別紙様式第2)を組合に提示
trな I=ナればならない。
6  (田各)            

‐

第¶3条 組合長は、壺 援ヒ亜J雙蟄製聾墜駆襲聾里墨堕ヨⅢじめ通
Ш 壼理旦に限■玉聾盤壁鐵国製配量堕LJ菫曇彙亜聾整L_21__条の
_ユ里■墓豊盤農L上二役員の改選0請求二_定款菫JL業に規定する
事範 璽菫鯉聖塑塁盤を除き[緊急を要す13事項にういてIま追加議案
を提出することが■Fき 13。
2  (調饉〕

第14条 出席した正組合員は、     ・条第5項の規定によりあ
Ш        理ヒ』壺襲J璽重t亜止二■生止直」″、定款
担 条の2第 1項Q董1定によ_る役員0重1選の請求二定款第i齢に
規定する事項及J役員豊選任を除き、緊急を要する事項についで動
識を提出することができる。.

2^・ 3  (口告)

第 17条 出席した正組合員は、必ず議決にカロわらなIナればならな
い。ただ
‐
し、出席者の一身上に関する場合においては、当散正組合

員Iまその議決に加わることができない.
2 (略〕

〔RIl除)                        
｀

(Hll除 )

(費1除〕
_(劇1除〕

5 曇主が、書面による議決権を行使しようとするときは、王ユ知され
た総士の会日の前ELまでに、その書面 (別紙様式第2)を組合に提
示しなければならない.
6  {鶴1)

第13条 組合長は、血盛かじめ通知_した議案のほか、役員の改選の
請求重こ生亜定款 豊ユ_条に規定する事項を除き、緊急を要する事項に
ついては追加議案を提出することができる。

2  (田諄}

第14条 出席した組合員Iま、_役員の改選JD請求およJ定轍第■朱
に規定する事項を除き、緊急を要する事項について動議を提出する
ことができる.

2～ 3  侶薔〕

第¶7条 出席した組合員は、必ず議決に加わらなければならない。
ただ L´、出席者の一身上に関する場合においては、当謙正組合員は
その議決に加わることnttできない.
2  〔田各)  .

撫                                      卿
二J量運彗基整塁聾誕菫讐量重

=ま

Jこ上憂翌巨菫担睡理壺L登亜Lgh≧壺L登L=
IュL盤会の種類
坤 住鋤 森 の通 囃 担
彙(3

2

酌 1



第 2号議案 蹴磨川漁業協同組合規約C,一部改正新旧対熙条文く下線 Iよ改正1部分) 規約

現 行

轟

F

1

目次

第 1章 へ̀第 2章  〔略)
第3章 ,総会
(肖1除 )

(肖1除 }

第4章 n′第7章  (職 }

‐
{改廃)

第2条 この観稿の改廃は、総会の議決を経てこれを行う。

(内容C)解釈〕

第3条 この規釣の内容Iミニつき疑義を生じ■1どき1ま、そ0解釈は総会
の決するところによる。ただし緊急やむ壺:得ない事項については理

事,会においてこれを決定し、
‐
次の総会においてその承認を■|るもの

とする!.

1賦課金の納入)

第4条 組合員は、柵会で決定された期日まで、賦課金を組合に納入
しなければならない。

第 3章 総会
第9条 出席した正組合員または正組合員の代理人が中退 L´ようと
するときは、議長にそC)旨を届Iナ出なけれIボならない。   ｀
2  (略〕
3 正報L合員Iま、代理人により議決を行使 L4よ うとするときf二た、
状を代理人に交付しなIt「ればならない。
4  {略)

０
、

改正後

目次

第 1章…第2章  (略 )
第3章 総会
第 1針i 総会
劉
第 4車―'第 7章  (喘〕

1改脚)

第2条 この規約0改廃:Jこ、総会またlま総代会の議決を経てこれを行
つ。

(西容0解釈)
第3条・この規約0内1容につき疑義を生じたときは、・その解釈は陽会
ま上整機 1の決するところによる。ただit緊急やむを得ない事項
につい1ては理事会においてこれを決定|し、次の総会または絡L代金:平
おいてその承認を得‐るものとする。

(賦凛金の納入〕

第4象 組合員は、総会豊lと二盤生金で決定された期日まで、賦課金
を組合に納入しなければならない。

第3章 総会おょJ狙選盆
第 9条 出席した正組合員またIま正組'含員の代理人が中退 L,ようと
するときは、議長にそ」〕旨を届 l■出なければならない。
2  (暉[)_・
3 組合員は、代理人により議決を行使しようとするときは、委任状
を代理人に交付しな|けお′ばならない。
4 (暉}) ‐

委任



現 行

三■』 曇選旧に出Щ五工組合員の数
亜 』 途L出劇堕』灘盤量壺襲曇塁坦凛込主J曝羹難整型麓
決権を重速した正細合揮to数      ｀
購

.〔 7}厨
血 夏

鎮
第21_乗        整製壺駄強難雖数理駆朧菫五J載ユィ.
菫豊 穐3項中 10人墨      迦 豊滋量盤盤量 L
「
第1節  理事会
菫ヱヱ』1組合長は、原則として2ヶ月に■固定例理事会を招集する。
i2 菫壁遷註彙J塁奎理咀』Jコ旦基盤Q道宜重選碧墾猟ユ艶盆灘量〕かにし
製                           鋤
ばならない.
(新設〕
・

ュ 組懺1長は、.必要と認めたときIま臨時理事会を招集すること,ができ
る。

菫ヱ■急 組合長は、理事会を招集しようとするときは、そC)会日か
ら■日前までに日時、増:所および会議の目的たる事項を各理事に通
知してこれをしなけれ lJ:ならない.ただ L′、緊急やむをえないとき
はこCIかぎりでない。
2.{理[)

ヽ

球磨川漁業協同組合親約の一部改正新旧対照条文(下線は改EE部分)

〔肖1除 }‐

〔背1除 )

〔肖1除 }

(肖1除)                       「
(肖1除 )

(肖1除 )

〔削除〕

第 1節  理事会
墨ヱ』墜: 組合長は、写則として2ヶ月に1固定例理事会を招集する。
2 !堅塞ユIムJ駆駆理雲銀聾蟄鰹量圭襲LIE餞L』強量盤対し、金´
撫 嵐建曇進憂藝通襲凛曇燿轟襲壺饉具くてL_理事会を:墨墨主二三

二壺          凱 _             ・  ´
3…重磨壼嬌離童重⊥重』襲妻l盤二重要塾甕誠盛壺       側 妊u■=
孟畷        J動輩1塁塁亜夏塾曇選藍選         亜囲理婁
幽                             筑
.■ 組合長は、必要と認めたときは臨時理事会を招集することができ
―る.。

菫二二重l 組合長は、理事会を招集しようとするときは、そJ〕会日か
ら■日前までに日時、増:所および会議の目的たる事項を各理事に通
知してこれをしなIナればならない。ただ L′、緊急やむをえないとき
‐はこのかぎりでない。
2  (雌I)

2_2条:(略 )

l{〔

≦≧)

〔ヨ躍キ}



球磨Jll漁業協同組合規約0-部改正新:旧対熙無文 {下線 Iま改正部分〕

25ヨ證 刊巨1きfli 二雌
2_血墓の議事録に1よ、奥螢襄壁蟹選担壼鋤 L理墜整興
れに豊量劃ユ麺理製彊IL豊止劃壺亜醒事もヽ._
①理事会o種類
卿
呻
0議事の経過の要領
卿 夏製理轟製塁慶醒型凶狐轟嚢主壺轟Lした理事の氏名
⑥開会盤旦豊
蜘

菫■■土 {略 )

第2節 代表監事
卸 鼠 監事Iよ、代表監事 1名を互選す45ものとするL
2 代:重銀議墨型墨壁艶雄墾壁曇髪屋ユ圭主主J壺J聾壼腱鵡
盟二』1慶壼節菫週劃監≡塾亜壺墨豊壼蜘豊■_るものとする。

主■■彙 (略)

菫■■圭 (略)

第5車  部会
菫■■圭 この組合:よ、』難 第 5彙Ω主豊五上ニユL上里次GD却会を
おく。
1 上球磨部会
第・1劇      _』 LュJ堕駐壺雖壺迦L」量玉L地駆ぶm
避L土J曇区 (岡 原)__景Lュ迎璽堕聾こ』        刹
7 地 区 (

改正後

(削除)

(肖1除 }

(肖1除 )

(肖1除)

(削除〕
(削除〉
(削除)
〔肖1除 )

(覺1除〕

第■■圭  (略 )

第2節 代表監事
脚 L監事Iま、代表塁

=事
1名を互選するものとする。

(illl除)         
｀

鐸彗15ヨL  (口嗜)

菫■■条  〔略)

第3章  部会
芸ユニ彙 この組合は次CD部会をおく。

1 上球磨会
水上村、』菱岬L壺菫麹聾

島



球磨川漁業協同組合規約0-部改正新旧対照彙文(下線は改正部分)

改正後

2 下球1磨部会
二杢埜二菫庭旦ュ盤肛二幽l工担ニム童血二壺:磨村

3 下流部会
基盤童重墓虹二菫墓理慶賞腱I上

=上
ェム壼1田浦、大宇里迦 Lユ

=小日浦喘ム皇灘泣ニム鐵 量生鳳ム
=工
豊島ユJム皇土抑 艶屋二

除く|
4 .ノ 代ヽ市部会

興 上二L」展握LLfE型L重設二邸      L

現 行

2 下球磨部会
凱 皿       五       五         嘲
第■■地区_(西ノ村)___豊ユ旦地区■狂ユ l_』讃J颯駆墨二』
担 脚    上    五 L   蜘
担 艶    上          側
第213地
3 T流部会

盛       垂         動
区 (1日上訟求確)_』       菫 墜 疵

4ヽ ハ代市部会
第29塾里J乱_里二ぃ」塁塁■塾屋二宣_地L_菫旦ユ艶塵二人田郷1
第3■塾区f11代〕_五聾製嘔重鷹』       m

第3_■ム  (略〕

里旦ュ桑 (略〕

第
‐
3■象 部会に1ま、榔会長0ほか、部農規約に定め_る部:会役員をお
くり

難
醐 颯

麺 二盤                   難

び総代金員圭上ュエ壁重[する。

第35条        表至更迭したときIよ、遅退なく事務署:き継
常ぎ書を1牛成しなければならない。

n
ヽ

第2■曇

担 蛙
く曝
(311除 )

(肖1除 )

(略)

(略〕

部会には、部会長のほか、部
l会規駒に定める部会役1員をお

第3■盆 盤員二更迭したときIま、運退なく事務引き継ぎ書を作成し
なければならない。

5

0



球磨川漁業協同組合規約|の一部改正新lH対照条文{下線fま改正部分)

螂

ロ

T

改正後
・
(削除}

菫ニヱ壺:(略 )

菫旦旦盆  (略 )

第34圭  (略)

第2節  事業
第35鼻: 組合Iま漁業権を管理し、増殖に顧lする事業は理事会の計画
に基づいてこれをf■

~・

い、組合員をして
'次
Iこ:掲ば五共同事業を行わせ

ること力1できる.
(1)補殖ぅ増殖  (略〕
(2)彗:殖保護
0鮎Ci人工ふ化      0は えo人ユニ産卵場
(肖1聞t)         E"ぐ い、鮨:その他の魚種の保護対策
(3)放流  (略〕
(4〕 ヰ1問育成施設事業

CttCi中間育成施設    (削 除}
ΩそCI他の漁業および彙L種育成施設
2～ 4 (略 )

隻■■』1(略〕

艶 ュ豊  (略)                    ｀

第3節  会計
墨曼重 理事会は、毎事業年度事業計画I:二基づいて損益計画を標成
し、等「業計画とともに総会の承認を得るモ30とする.

L朧 鑢 迦 強 鰤     互

菫ニユ象 {略〕

笙ニユ彙 〔略}

菫ユ旦条 〔略〕

第2節  事業
菫旦ユ盆 組合は漁業権を:管理し、増殖に藤|する事業|ま理事会の計画
に基づ:いてこれを行い、組合員をして共同事業を行わせるこ1とがで
きる。
(1〕 輔i殖、増殖  (略 )
(2〕 露:殖保護
①鮎01人工ふ化     oは ぇの人工:産卵場
0由壼          Ωぅぐぃ、最その他の魚種|の保護対策
(3)放流  (略〕
(4)中1間育成施設事業
●雌仰中間育成施設l    ②醍の中潤鵬:成施設
Ω囁Ol他の漁業および盤t種育成施設
2～ 4 {略 }

里■■象  〔略)

菫■■盆  (略 }

第3節  会計
菫■盤 i理事会は、毎事業年度事業計画に:基づいて損益計画を編成
栄し、事:業計画とともに組:会または 0承認を得るものとする。

Ｓ
、

“



彗菱;景 :轟羮壷両糧量i贔織寺―覇改正新拒封燎条文 cTttIま改正:部分)

改正機

担 旦条 賦課金は、1颯合」員に対し組合員lll、 漁種別割りとす13ほか、
特に必要がある場合ll■、組合員の一部または全部にユして総会の
承ii3を得て特110賦課をすることがで1きる。
2～ 3  (略 )
4 1遊漁料、行使料等の徴収についてIま、別に定める遊漁料、行使料
徴収手数料支給規程に基.づき撒収手数料を支給する。

5 1役員、地区役量及び監.視員は、徴収した遊漁料を菫 振菫:その他
の方法により本組合に払い込むものとする。

第■0条  〔略)

菫■■桑.(略〕

担 ュ桑:(略)

担 旦会: 寝 に定め
'3職
員 (参事 m会計主任)Iま、次に」むめる

区分に従い業務に従事する。
2～ 6 〔略)

塁土土量 〔略)

皇土ユ霊 (略)                   
｀

三■■彙  (略 )

(1昭野)

菫ニュ圭 賦課金は、組合員に対し組合員Bll,じ 漁種別割りとす15ほか、
特に必要がある場合は、組合員の一部または全部にたいして総会圭
上塾盤饉童の承認を牌て特別の賦課をすることができるL
2～ 3 (略〕
4 腱謎全二遊漁料、行使料等の徴収については、別に定める1嵯騒≧
遊漁料、行使料徴収手費に料支給規程に基づき散収手数料を支給す
る嘔
5 総代・_重視員は、徴収した麒難主主主ゴ1遊漁料を振替郵便|その他
の1方法により、納量:書を添えて本組合に払い込むものとする。

第44条  (略〕

笙■ュ́螢 (略 )

第■Q彙  (略)

聾赳』⌒曇 菫_蛙に定め13職員 (参事 "会計主任)は、次に定める
区分に従い業務に従事する。
2～ 6 (略 )

担 ュ盆  (略 )

第■餞   (略 )

第 5_ュ条  (略〕

し )

lめ



皿

球磨lll漁業協同組合規約の一部改正新:l日劇1照条文 (下線は改i正部分)

改正後

脚
この規約の規定による業務の執行に当たつて急務を要する事項で
この規定にないものIま理事会の決定に基づIPヽて施行し、次の盤豊の承
認を求めるものとする。1由項の承認がなかつたときは、その決定は将

来に向かってその効力を失うものとする。

この規約は平成3年 12月 12日から施行する。
二』邁亀約は令和 1■_」■__旦虫蝸週夏れ

現 行

菫二■条 この規約0規定による業榊 執行に当たって急務を要す
る事項でこの規定にないものは理事会の決定に基づいて施行し、次
0盤生会の承認を求め暑iものとする。前項の承認がなかつたときは、
その決定は将来に向かつてその動力を失うものとする。

菫i■圭 この規約Iよ平成3年 12月 12日から施行する。
皿 二    

・

や

守



〔株式第1)

委 任 状

私は(   ́   殿)を代理人として次の権限を委任します。
1 食狙 年 月 日購I催の球磨「:I漁業協同組合の総会において議
JL権のァ切を行使する権限     J

全m年  月 日

―

氏名 _      _  0
……・・・………………………切り取り縮………………………・ロロ・・・…

代理権証票
代理人氏名          _

年 月 日開催の本組合盤金における
殿の代理権者であることを証する。

1             
・

球磨‖漁業m□組合
生圭理豊担台長_   __  0

1 二二 年 月 日開催0球磨川漁業協同組合の総会・盤菫金に
おいて議決権10-切を行使する権限

働 1年  月 日
師

氏名
・

lal

………・……………………Ⅲ…切り取_り 線…………………………・…0・

ft理権証票

代理人氏名

(株式第 1)

私は (

委 任 状

殿}を代理人として次の権限を委任します。

月 日開催の本組合盤生金1こおける
殿0代理権者であることを証する。

平成 年 月 l El i
球磨l嗅漁業協同組合

組合fi選塵L_____  lal

ヽ
ヽ

Ｊ
「

ｒ

ｉ

ｒ

　

ゝ

ヽ
　

ヽ

　

■
‥

上記d》者は土担
正経合員

上記J)者は平成 年
正組合員

9

球磨川漁業協同組合規約の一部改正新
1旧
封1鳳条文(下線は改正部分)

0
摯



球磨川1籠業協同組合規約1つ一部改正新旧対lm条文 (下線Iま改正部分)

一
■

〓

ｎ

Ｉ

　

ゝ

ヽ
　

ヽ

　

Ｔ
Ｉ

〔様式第2)           ‐

書面議決書

私は、球磨川漁業協同組合の土和 年 月 日開催0総会i招集通
知記載の議案についても次の通りこの1書面をもつて議決権を行使し
ます。

議案第 1号

議案第 2号
議案第3号
議案第4号
議案第 5号

全拠 年 月.日

原案に 賛上否
原案に 賛 '否
原案I= 賛・否

・

原案に
・
賛・否

原案に 賛上否

球磨川漁業協同組合 癬1中

書面議決書

北   躙 封 、ξ
て議決権を行使します。

月 日開催lD菫_量総
次の通りこの書面

.を
もっ

議案第 1号
議案第 2号
議廉第 3号
議案第4号
謹際第 5号

m年 月 日

否

否

否

否

否

賛
賛

賛

賛

賛

球磨1[I漁業協同組合

―

   

―

一

組合畳 ___      ___Ω

御中

”
、

10



■

常例検査の主要。な指摘事項に関する報告書

、改 善 状 況

【6買中 1頁】

も

検 査 指 摘 事 項

1 法令等遵守に関する事項
〔1)水協法及び定款と規約の相違について
組合は、定款に基づき、組合運営の細員」を定めるものとし

て、平成 3年に「規約」を制定し、総会や理事会等の遅:営をは

13め組合全般にわたって具体的な事務処理方法等について記

載している。こうl′た「規約Jは、細1合の組織運営に藤|する自

治法規であるという点において定款と同様であり、それを設

けるかどうかIま組合の任意であるとIま しヽえ、設けた場合の組

合員l=対する拘束力もまた、定款と同じであることから、『規

約」に定める内容IEに、法令や定款の定めと矛盾なく整合してい

ることが求められる。

しかしながら、今回、この「規約Jの内容について検証した

結果、以下に示すとおり、少なくなし
1し

事項で定款とは異なる内

容が定めてあることが確認され、組合運営に支障や瀬lttLをき

7Lすおそれがある‖

ついてIま、理事1姜 Iよ、速やかに水1島法第 33条、定款に定め

る内容及び今後の組合の運営方針も踏まえ、規約のメl容を精

査し、総会又Iま総代会で規約の改廃|について諮るとともに、

「規約Jを改正した場合には、その声l容を遵守しながtD組合運

営に努める必要がiある。

改善の時期



【6買中2頁 I

ｐ
ｓ

検 査 指 摘 事 項

ア 水協法及び定款の規定と整合していない規約の規定
(〕 総会 {総代会〕における緊急を要する事項につい■r、 規約

第 13条及び第14条でIよ、投員改i墾請求及び定款第 43条に

規定する事項を除き、組合長Iよ追加議案を提出する|こ とが

でき、出席したi阻合員は動議を提出することができるとし

てLヽるが、定款第 43条 Iよ、総会 (総代金)における書面又
は代理人I=よる議決を定める内容となっており、緊:急議案
について:よ規定していない.

(3 代表監事について、規綺第 27条第 2項は、「代表監事は、
水協法第 37条及び第 40条の規定:により、監事が有Fう事項
に1ついて組合を代表するものとする。Jと定めているが、水
協法第 37条Iま理事会の議決について、第嶋 条1ま決算関係
書類の作成等について定めており、代表監事についてIよ規

定していない。

(Э 親約第 5章の1椰会について、規約第 30条 Iま、「定郭t第 5条
I=定めるところ|二より次の部会をおく。Jと 定めているが、
定敵第5条は事務所について定めており、定款上、部会を設
置する規定Iま存:在しない。

改 善 状 況

規約を次のとおり改定する。

①定款の規定と整合するよう改正
します。

②定款c)規定と整合するよう肖1除
します。

①定款の規定と整合するよう肖1除
します。

令和 2年 3月 総会で

改善予定

令和 2年 8月総会で

改善予_定

令和 2年 8月 総会で

改善予定



検 査 指 摘 事 項

イ 定款の内容と異なる内容を定ど)る親約の規定
① 書面議決1書C}提出期限について、規約第 9条第 5項では、
給会0会日の前日までを期限と L′ているが、定1款第 43条第
2項でIま、その期限を総会の問会までとしている。

② 理事会の1招集者について、規率]第 22条第 2項では、理事
の3分の 1以上の者から、理事会の招集請求があつたとき、

組合長Iま臨時理事会を招集しなければならなL,ヽとしている

が、定款第146:曇第3項でlま、必要があるときは、理事はい

つでも、細合長に対し理事会の招集を請求することができ

ると定め、また、同条第 4項
°
では、当該理事会の招集通知が

発せられないときは、前項の請求をした理事が自ら理事会

を招集することができると定めている。

③ 理事会の1招集手続について、規約第 23条第 1項では、「組

合長は、理事会を招集しようとするときには、その会日から

5日前までに (略〕通知してこれをしなI十ればならない。』

と定めてしヽるが、定款第 47条第 1項では、「理事会の招集

は、その理事会:の日の 3日前までに (略〕その通知を発して

しなければならない。」と定めている。

改 善 状 況|

規約を次のとおり改定する。

①定款.の規定と整合するよう改正

Lます。

②定款の規定と整合すこ〕よう改正

します。

令和 1年 8月総会で

改善予定

令和 2年 8月 総会で

改善予定

一ハ

0定款の規定と整合するよう改正
します。

令和 1年 3月 総会で

改善予定

16頁中3頁】



検 査 指 摘 事 項

(2)組合員資格審査について

組合員の資1格審査については、組合自治が適正に1農能する

ための重要な措置として、定款及び資格審査規程に基づき、公

正かつ適正に実施する必要があ,る。

しかしながら、令和元年 (2019年 )11月 15日に開1窪された

組合員資格審査委員会 (以下、「資格審査委員会」という。)で

は、河川において水産動植物の採捕又Iま養殖をする個人につ

いては、準備日動!は加算できな|い 〔資格審査規程第 15条第 4

項)にもかかわらず、自ら記入した 5日～7日の準備日数が加

算されており、その結果、採捕旧数が超えていなくても、正組

合員としてい,る側が少なからず
:認
ど)られた。また|、 瑠l事会1ま、

こうした資精1審査委員会による審査の実態を見逃したまま、

これらの者を正組合員と認めている。

ついてIま、理事会及び資格審査委員会は、定款及び資格審査

規程を再確認するとともに、これらを違守した厳格iな審査を

徹底するための具体的な措置を取る必要がある。

改 善 状 況

準備日数を記入する項目を削除し

ます.

【6頁中4買 ]

令和 1年 11月 開催
予定の資格審査か

ら1改善予定

Ｎ
ベ

改善の時期



【6夏中5買】

ヽ
ω

検 査 指 摘 事 項

(3}加入事務手劉1料の徴収について

組合員たる資格を有する者が組合に加入しようとするとき

は、組合は、正当な理由がないのに、その加入を拒み、又Iよそ

〔D加入につき、現在の組合員が加入の際に附されたよりも困

難な条件を附してはならない (ホ協法第 25条 )。 従つて、新規
CD加入申込者に対し、事務の処理に必要な手数料として「加入

事務手数料」を徴する場合には、これを定款で定める (水協法

1事 32条第 1項第 5号)必要がある。
しかしながら、組合は、前国 〔平i式 27年度 {2015年 )〕 常

例検査で、この加入事務手数料を徴収する根拠を定めていな

いと指摘されていたに,もかかわらず、何ら対応を行わないま

1表、現在に至るま・ご漫然と加入事務手数料 (3.000円 )を徴収

している。

ついては、理事会は、今後も加入事務手数料の徴収を継続す

るかどうかを早急に検討し、徴収を続け
'3場
合には、定款の改

正等必要な措置を講ずる必要がある.

改 善 状 況

定款を次のとおり改定する。

加入事務手数料を徴収するよう定

款を改正lします。

令和 2年 8月総会で

改善予定



検 査 指 摘 事 項

2 経営管理態勢の確保に関する事項
(1)部会の体制について

組合では、定款上にその根拠 Iまないものの、規約第 30条に

基づき、実際に4つの部会が設置され、当該部会Iま、内水面漁

協に義務付けられ,て いる水産動植1カの増殖等を担うととも

に、それらの活動に必要な予算も組合から配分され、‖l立 した

会計を備えるなど、組合の支部にも相当するような機:関とな

つてlblる。

しかしながら、規約第 31条で部会の設置目的を「組l合の民

主的にして健金なる発展に資すること」と謳う一方で、各部会

(D運営について、却会には総会が設置さlrLてぉらず、各地区の

総代を中心とした部会1総代会に権限|力i集中しており、当請地

|=に所属する組合員:=.Iま、部会の運営に関与する機会が一切

確保されていない。

ついては、理事会はこうした部会の体制や運営のあり方に

ついて抜本的な検討を行い、組合員,の意思が部会の週邑営に適

切に反映されるよう改善を図つていく必要がある.

【6買中6頁 I

改善の時期

令和 2年 8月総会で

改善予定

レ
冷

規約を真のとおり改定すモ).

定款の規定と整合するよう削除し
ます。


